
別紙様式８

（１）国有林直轄治山事業

2
効
率
性

① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③

1 富山 富山森林管理署 復旧治山 相ノ又谷中流 あいのまただにちゅうりゅう 861,300 739,641 642,230 1.15 〇 〇 〇 〇 〇 B A B B B B C A B A B C A - C

2 富山 富山森林管理署
流木防止
総合対策

東又谷下流 ひがしまただにかりゅう 32,400 978,243 28,845 33.91 〇 〇 〇 〇 〇 A A A A B B C A B A B C A - C

3 富山 富山森林管理署 保安林整備 庄川 しょうがわ 34,879 78,567 29,036 2.71 〇 〇 〇 〇 〇 - A A B A - A - B - A B A A C

4 富山 富山森林管理署 保安林整備 神通川 じんづうがわ 31,824 84,957 28,040 3.03 〇 〇 〇 〇 〇 - A A B A - A - B A A B A A C

5 長野 北信森林管理署 復旧治山 馬曲川（赤ダレ谷） まぐせがわ（あかだれだに） 179,216 228,009 149,967 1.52 〇 〇 〇 〇 〇 B B B A A A B B B A B C A C A

6 長野 中信森林管理署 復旧治山 芦間川 あしまがわ 443,880 691,541 351,918 1.97 〇 〇 〇 〇 〇 A A B A A B B A A A A B A B B

7 長野 東信森林管理署 復旧治山 中沢 なかざわ 32,821 41,889 29,220 1.43 ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｃ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

8 長野 東信森林管理署 復旧治山 舟ヶ沢 ふながさわ 23,184 49,456 20,641 2.40 ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

9 長野 東信森林管理署
地域防災対策
総合治山

濁川 にごりかわ 433,080 1,240,839 343,928 3.61 ○ ○ ○ ○ ○ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ

10 長野 東信森林管理署 保安林整備 千曲川上流 ちくまがわじょうりゅう 151,200 369,278 124,650 2.96 ○ ○ ○ ○ ○ - Ａ Ａ Ｂ Ａ - Ａ - Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｃ

11 長野 南信森林管理署 復旧治山 菰立沢 こもだてさわ 86,400 89,202 75,629 1.18 ○ ○ ○ ○ ○ A B B A A B B A B A A B A B B

12 長野 南信森林管理署 復旧治山 藪沢 やぶさわ 54,000 62,560 48,075 1.30 ○ ○ ○ ○ ○ A B B A A B B A A A B B A B B

13 長野
木曽森林管理署
 南木曽支署

復旧治山 岩倉沢（タルガ沢） いわくらさわ（たるがさわ） 386,537 764,438 295,678 2.59 ○ ○ ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ

14 長野 伊那谷総合治山事業所 復旧治山 黒川 くろかわ 72,360 201,991 64,421 3.14 ○ ○ ○ ○ ○ Ａ Ａ － Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

15 岐阜 飛騨森林管理署 復旧治山 福地（オソブ谷上流） ふくち（おそぶだにじょうりゅう） 398,520 442,387 306,362 1.44 ○ ○ ○ ○ ○ A B - A A B B A B B C B A C C

16 岐阜 飛騨森林管理署 復旧治山 麦島（麦島谷） むぎしま（むぎしまだに） 435,240 573,521 324,311 1.77 ○ ○ ○ ○ ○ A B - A A B B A A B C B A C C

17 岐阜 岐阜森林管理署 復旧治山 御厩野 みまやの 259,200 329,604 210,190 1.57 ○ ○ ○ ○ ○ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

チェックリスト

Ⅰ必須事項 Ⅱ　優先配慮事項

3事業の実施環境等1　有効性

5

（1） （2） （3） （1） （1） （2） （3）
（4） （5）

備考

中部森林管理局

平成30年度事前評価（自主的点検）実施地区一覧表

整理
番号

都道
府県

事業実施主体 事業名 事業実施地区名

1 2 3 4

総事業費

(千円)
※税込み

総便益
Ｂ

(千円)

総費用
Ｃ

(千円）
※税抜き

分析結果
Ｂ／Ｃ



別紙様式８

（１）国有林直轄治山事業

2
効
率
性

① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③

備考

中部森林管理局

平成30年度事前評価（自主的点検）実施地区一覧表

整理
番号

都道
府県

事業実施主体 事業名 事業実施地区名

1 2 3 4

総事業費

(千円)
※税込み

総便益
Ｂ

(千円)

総費用
Ｃ

(千円）
※税抜き

分析結果
Ｂ／Ｃ

チェックリスト

Ⅰ必須事項 Ⅱ　優先配慮事項

3事業の実施環境等1　有効性

5

（1） （2） （3） （1） （1） （2） （3）
（4） （5）

18 岐阜 岐阜森林管理署 復旧治山 神崎（小渕谷） かんざき（おぶちだに） 156,600 163,066 128,938 1.26 ○ ○ ○ ○ ○ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｂ

19 岐阜 岐阜森林管理署 保安林整備 揖斐川 いびがわ 1,620 3,693 1,335 2.77 ○ ○ ○ ○ ○ － Ａ Ａ Ｂ Ａ － Ａ － Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｃ

20 岐阜 東濃森林管理署 復旧治山 白井沢 しらいさわ 308,729 964,933 232,906 4.14 ○ ○ ○ ○ ○ A A － A B B A A A A B B A B B

21 岐阜 東濃森林管理署 復旧治山 東股本谷右岸 ひがしまたほんたにうがん 399,600 445,683 298,438 1.49 ○ ○ ○ ○ ○ A A － A A B B A A A B B A B B

22 岐阜 東濃森林管理署 復旧治山 川上川下流 かわうえがわかりゅう 214,488 685,514 159,200 4.31 ○ ○ ○ ○ ○ A A － A A B B A A A B B A B B

23 愛知 愛知森林管理事務所 予防治山 豊橋（二川） とよはし（ふたがわ） 102,924 459,738 86,509 5.31 ○ ○ ○ ○ ○ Ａ － Ａ Ａ Ａ － － Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

24 愛知 愛知森林管理事務所 復旧治山 段戸（本谷） だんど（ほんたに） 22,680 70,879 20,192 3.51 ○ ○ ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

25 愛知 愛知森林管理事務所 復旧治山 闇苅（盆地沢） くらがり（ぼんちさわ） 83,160 481,299 71,788 6.70 ○ ○ ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ



地　区　概　要　表

別紙様式９

事業名 復旧治山事業 事業計画期間 平成３１年度～平成４０年度 事業実施地区名

（都道府県名）

位置図

主な事業内容

主な保全対象

事
業
目
的

　当地区は、富山県下新川郡朝日町の小川支流域の中流部に位置し、黒菱山、初雪山、定倉山、越道峠、負
釣山を含む稜線に囲まれた地域であり、山地はＶ字渓谷を形成し、平均勾配は35°～45°と急峻であるが、
中流域には谷底平野を形成している。　本川である相ノ又谷は、朝日小川ダムの貯水地内で二級河川小川
の本川と合流し日本海へ流入する。
　地質は来馬層群の固結堆積物である砂岩、頁岩、礫岩が占める。下流域は扇状地の様相を呈し、古くから
水田や畑地などに利用されているが、小川温泉を流亡させた明治期の水害等、下流域では土砂の流下によ
る災害が多く頻発し、古くから砂防・治山事業が実施され土石の流下を抑制し、流域の保全に大きな効果をあ
げてきた。
　しかし、平成29年10月の台風21号がもたらした豪雨は、朝日観測所で48時間雨量203mmを記録し、多量の
土砂生産と新たな崩壊地を発生させ、河床には不安定土砂が堆積しており、豪雨時等の土砂流出と荒廃の
拡大が危惧されている。
　このため、山腹工による崩壊地の復旧及び渓間工による山脚の固定と不安定土砂の流出を防止し、下流
域の保全及び保安林機能の増進を図ることを目的に本事業を実施するものである。

渓間工10基　山腹工0.48ha　資材運搬路800m

発電施設（小川ダム）、林道 1,500m(町林道含む)

861,300 千円（税抜き　797,500 千円）総事業費

事業実施主体

あいのまただにちゅうりゅう
相ノ又谷中流

（　富　山　県　）

中部森林管理局
富山森林管理署

別紙　位置図のとおり



富山県

相ノ又谷中流

富 山 県

新 潟 県

事前評価実施地区
位 置 図

相ノ又谷中流地区

S=1:50,000



地　区　概　要　表

事業実施地区名

（都道府県名）

位置図

主な事業内容

主な保全対象

事
業
目
的

　当地区は、富山県の中央よりやや東部に位置し、北西は富山湾、北東には布施川を境に黒部市、南西は早
月川を隔てて滑川市及び中新川郡上市町とそれぞれ接している。東又谷の流域界は、毛勝山（2,414m）、
駒ヶ岳（2,002m）、僧ヶ岳（1,855m）など大部分が標高1,000m以上の尾根で構成されていることから、谷底と山
頂との起伏量はきわめて大きく（起伏量600m～800m）、露岩、崖等に富む満壮年期地形を呈している。
　当地域は豪雪地域に属しており、山腹面には多くの雪崩斜面が見られるほか、斜面には倒木などが点在し
ており毎年繰り返す雪崩の作用により河川まで流出した倒木が流木となって流下する恐れがある。
　当地域においては、昭和33年に治山事業に着手し、これまで渓間工事を中心に工事が行われており、流域
の保全に大きな効果をあげてきた。しかし、河川内に流出した流木は、今後の豪雨等により河川の水位が上
昇した際に下流へと流出することが懸念され、下流域への被害が危惧されている。このため、本事業におい
ては東又谷の渓床内に流木補足工を設置し、豪雨等の際に流出する流木の固定することで、流木による下
流域への被害を防止し、下流域の保全及び保安林機能の増進を図ることを目的に実施するものである。

流木補足工　１箇所

発電施設（片貝第4発電所）、林道等 5,300m(市道および林道)

32,400千円（税抜き　30,000千円）総事業費

事業実施主体

ひがしまただにかりゅう
東又谷下流

（　富　山　県）

別紙　位置図のとおり

中部森林管理局
富山森林管理署

別紙様式９

事業名 流木防止総合対策 事業計画期間 平成３１年度



富山県

東又谷下流

富 山 県

新 潟 県

事前評価実施地区
位 置 図

東又谷下流地区

S=1:50,000



地　区　概　要　表

別紙様式９

事業名 保安林整備事業 事業計画期間 平成３１年度～平成３５年度

中部森林管理局
富山森林管理署

別紙　位置図のとおり

位置図

主な事業内容

主な保全対象

事
業
目
的

　当地区は、庄川及び小矢部川の上流部で石川県及び岐阜県の県境界に位置し、地形地質等の条件から国
有林野の全域が土砂流出防備、水源かん養の保安林等に指定されている。この地域は天然林の割合が高
く、自然景観に恵まれた森林はブナ、ミズナラを主体とする広葉樹林からなりハイキングなどの場として利用さ
れ、白山国立公園等の自然公園に指定されている。森林の現況は、天然林が8 9％ と極めて高く人工林は主
にスギ主体で齢級構成は９ ～ 1 5齢級で構成されている。人工林分が過密状態などにより、表土の流出によ
る崩壊や土砂、流木の流出が発生する恐れがあり水土保全機能が著しく低下した保安林となっている。本数
調整伐等の森林整備を行い、水源かん養機能等、保安林が持つ公益的機能の維持、増進を図ることを目的
に本事業を実施するものである。

本数調整伐等　107.65ha

34,879 千円（税抜き　32,295 千円）総事業費

しょうがわ
庄川

（　富　山　県　）

事業実施地区名

（都道府県名）

事業実施主体



事前評価実施地区
位 置 図

庄川森林計画区

凡 例

評 価 区 域



地　区　概　要　表

別紙様式９

事業名 保安林整備事業 事業計画期間 平成２９年度～平成３３年度

中部森林管理局
富山森林管理署

別紙　位置図のとおり

位置図

主な事業内容

主な保全対象

事
業
目
的

　当該地区は、富山県東部に位置し、日本海に注ぐ立山・後立山連峰を源とする黒部川、片貝川、早月川、
常願寺川及び岐阜県を源とする神通川の富山県内の各支流域に広く分布しており、登山等を目的とした多く
の観光客が訪れるなど、森林レクリエーションの場として利用されており、大部分が国立公園や県立公園等に
指定されている。また、急峻な地形や脆弱な地質等の影響により融雪期を中心に土砂流出が盛んな流域が
多く、国有林野のほぼ全域が土砂流出防備、水源かん養等の保安林に指定されており、広域にわたり山地
災害防止機能の発揮や水源としての期待が高い地域である。森林の現況は、ブナ、カンバ類等を主体とした
天然林が52％を占め、人工林はスギを主体に2％、残りの46％はその他高山帯の岩石地となっており、人工
林の齢級構成は10～13齢級が主体を成している。事業対象である人工林分は一部が過密状態などにより、
このまま放置すると表土の侵食による崩壊の発生や、土砂及び倒木が流出し、水土保全機能が著しく低下す
るおそれがある。このことから本数調整伐等の森林整備を行い、水源かん養機能等、保安林が持つ公益的
機能の維持、増進を図ることを目的に本事業を実施するものである。

本数調整伐等　106.40ha

 31,824千円（税抜き　29,467千円）総事業費

じんづうがわ
神通川

（　富　山　県　）

事業実施地区名

（都道府県名）

事業実施主体



事前評価実施地区
位 置 図

神通川森林計画区

凡 例

評 価 区 域



地　区　概　要　表

位置図

主な事業内容

主な保全対象

事
業
目
的

　当該地区は、長野県下水内郡木島平村の東部に位置し、侵食が進んだ壮年期の急峻な地形を呈してお
り、融雪期に発生する地下水型の大規模な崩壊地やなだれなどの表面浸食による比較的小さい崩壊地が点
在しているため、昭和21年度から治山事業を開始し、山地災害発生後は緊急治山事業等により流域の安定
化を図ってきた。現在は概ね健全な森林で覆われているが、既設山腹工の再崩壊や新生崩壊地、渓岸侵食
など依然として荒廃地が存在する。また、渓床内に流木や倒木を確認しており、豪雨時には渓流周辺の立木
や土砂を巻き込みながら下流へと流出し被害を拡大する危険性がある。このことから、侵食土砂等の生産が
著しく、自然復旧が見込めない荒廃地や荒廃が拡大傾向にある荒廃地に対して治山対策を計画する。
　具体は山腹工によって崩壊地の拡大抑止を図るとともに、渓床に堆積する不安定土砂についてはダム工
によって固定化させる。また、渓床内の流木は、洪水時に流出し、橋梁を閉塞させ氾濫の原因となることから
透過型ダム工を整備し、下流域の保全及び保安林機能の増進に寄与することを目的に本事業を実施する。

渓間工6基　山腹工0.49ha

人家等1戸、県道280m、村道230m、林道220m、橋梁2箇所、発電施設1箇所

179,216 千円（税抜き　165,941千円）総事業費

まぐせがわ（あかだれだに）
馬曲川（赤ダレ谷）

（　長　野　県　）

事業実施主体

事業実施地区名

（都道府県名）

中部森林管理局
北信森林管理署

別紙　位置図のとおり

別紙様式９

事業名 復旧治山事業 事業計画期間 平成３１年度～平成３４年度



野沢支流
馬曲川3

事前評価実施地区
位 置 図

馬曲川（赤ダレ谷）地区

事業評価区域

保全対象区域

凡 例

長野県

S=1/50,000

野沢支流

馬曲川（赤ダ
レ谷）地区



地　区　概　要　表

別紙　位置図のとおり

別紙様式９

事業名 復旧治山事業 事業計画期間 平成３１年度～平成３８年度 事業実施地区名

（都道府県名）

位置図

主な事業内容

主な保全対象

事
業
目
的

　当該地区は、長野県松川村の北西部に位置している。平成28年8月の集中豪雨により崩壊土砂が土石流
となって流下したため、直下の林道、村道に土砂が流出し一時通行止めとなった。被災後、災害関連緊急事
業により緊急対策工事を実施したが、現在も上流には不安定土砂が残留していることから、豪雨時には下流
への土砂等流下が懸念される。このことから、不安定土砂等の流出防止及び流路固定を図るための治山施
設を整備し、下流域の保全及び保安林機能の増進に寄与することを目的に本事業を実施する。

渓間工5基　渓間工補修１基

村道1650m、林道3400m、橋梁2箇所、水道施設1箇所、キャンプ場１箇所、多目的施設１箇所等

443,880千円（税抜き　411,000 千円）総事業費

あしまがわ
芦間川

（　長　野　県　）

事業実施主体
中部森林管理局
中信森林管理署



芦間川

事業評価区域

保全対象区域

　

凡　　　　　　例

事前評価実施地区
位 置 図

芦 間 川 地 区

S=1/50,000

長野県



地　区　概　要　表

中部森林管理局
東信森林管理署

別紙　位置図のとおり

位置図

主な事業内容

主な保全対象

事
業
目
的

　当該地区は、長野県南佐久郡南牧村の北西部、八ヶ岳山麓に位置している。平成25年8月の集中豪雨によ
り崩壊が発生し、日本最高所野天風呂として有名な「本沢温泉」に通じる八ヶ岳大幹線林道に土砂が流出し
通行不可となった。その後も局地的豪雨により侵食が進み崩壊が拡大している。崩壊地直下には、湯川を渡
る灯明橋が架かっており、今後さらなる被害・影響が想定される。当林道は、八ヶ岳登山、新緑・紅葉期の散
策などでも多くの人々が訪れているため、早急な治山対策を実施し、林道の安全な通行確保と林地復旧を図
り、また、下流域の保全及び保安林機能の増進に寄与することを目的に本事業を実施する。

山腹工0.11ha

林道40m、橋梁1箇所

32,821 千円（税抜き　30,390 千円）総事業費

なかざわ
中沢

（　長　野　県　）

事業実施地区名

（都道府県名）

事業実施主体

別紙様式９

事業名 復旧治山事業 事業計画期間 平成３１年度



事業評価区域

保全対象区域

凡　　　例

事前評価実施地区

位 置 図

中沢地区 １：５０，０００

長野県

中沢



地　区　概　要　表

中部森林管理局
東信森林管理署

別紙　位置図のとおり

位置図

主な事業内容

主な保全対象

事
業
目
的

　当該地区は、長野県北佐久郡御代田町の北部、浅間山山麓に位置する。過去には、昭和25年8月の豪雨
により土石流が発生し人家2戸をのみ込み3名が犠牲となる災害が発生している。災害直後を中心にこれまで
に渓間工が整備されており渓床の安定、山脚の固定が図られている。しかし、近年の局地的集中豪雨によ
り、御代田三石林道直下に崩壊地が発生し、林道施設に影響を及ぼす危険性が高まっている。また、侵食に
より発生した崩落土砂が流下し、下流の保全対象に被害を及ぼす恐れがあるため、早急な治山対策を実施
し、林道の安全な通行確保と林地復旧を図り、保安林機能の増進に寄与することを目的に本事業を実施す
る。

山腹工0.10ha

人家1戸、林道等665m

23,184 千円（税抜き　21,467 千円）総事業費

ふながさわ
舟ヶ沢

（　長　野　県　）

事業実施地区名

（都道府県名）

事業実施主体

別紙様式９

事業名 復旧治山事業 事業計画期間 平成３１年度



事業評価区域

保全対象区域

凡　　　例

事前評価実施地区

位 置 図

舟ヶ沢地区
１：５０，０００

長野県

舟ヶ沢



地　区　概　要　表

別紙　位置図のとおり

別紙様式９

事業名 地域防災対策総合治山事業 事業計画期間 平成３１年度～平成３８年度 事業実施地区名

（都道府県名）

位置図

主な事業内容

主な保全対象

事
業
目
的

　当該地区は、長野県北佐久郡軽井沢町の浅間山南斜面に位置している。浅間山は平成30年8月
30日に噴火警戒レベルを１に引き下げられたが、活火山である事には変わりなく、引き続き観測が
継続されている。再び警戒レベルが引き上げられた場合、積雪期の噴火による融雪型火山泥流被
害が懸念されており、国・県・市町村等が相互に連携・協力し、被害軽減に向けたハード・ソフト対
策を進めているところである。そのため、治山事業を実施し、泥流被害等の軽減、地域の安全性向
上（減災）を図ることを目的に本事業を実施するものである。

渓間工　1基

人家43戸、県道250m、林道400m、橋梁1箇所

433,080 千円（税抜き　401,000 千円）総事業費

にごりかわ
濁川

（　長　野　県　）

事業実施主体
中部森林管理局
東信森林管理署



濁川

長野県

事業評価区域

保全対象区域

凡　　　例

事前評価実施地区

位 置 図

濁川地区
１：５０，０００



地　区　概　要　表

中部森林管理局
東信森林管理署

別紙　位置図のとおり

位置図

主な事業内容

主な保全対象

事
業
目
的

　当該地区は、長野県東部に位置し、年間降水量が1,000㎜程度と少ないこともあって、計画区南部の川上村
に源を発する千曲川水系は、佐久平、善光寺平及び越後平野等の生活及び農業用水等として重要な水源地
帯となっている。森林の現況は、人工林が53％で天然林は47％の割合で分布しているが、特に、人工林での
カラマツの割合が86％となっている。また、齢級配置は9～14齢級が全体の72％を占め、特に10齢級が最も
多くなっていて過密状態であり、このまま放置すると表土の浸食による崩壊の発生や、土砂及び倒木が流出
し、水土保全機能が著しく低下する恐れがある。従って、本数調整伐等の森林整備を行い、水源涵養（かんよ
う）機能、山地災害防止機能など、保安林が持つ公益的機能の維持、増進を図ることを目的に本事業を実施
する。

本数調整伐等　520.06ha

151,200 千円（税抜き　140,000 千円）総事業費

ちくまがわじょうりゅう
千曲川上流

（　長　野　県　）

事業実施地区名

（都道府県名）

事業実施主体

別紙様式９

事業名 保安林整備事業 事業計画期間 平成３１年度～平成３５年度





地　区　概　要　表

中部森林管理局
南信森林管理署

別紙　位置図のとおり

位置図

主な事業内容

主な保全対象

事
業
目
的

　当該地区は、長野県伊那市の東南部に位置している。平成22年7月の梅雨前線集中豪雨により、地すべり
生の山腹崩壊を起こし林道が通行不能になる被害を及ぼした。崩壊地内は、滑落崖で緑色岩が露出し、風化
に伴う粘土化が進行し不安定な状態になっている。また、川が白濁する原因となるシルト質についても確認さ
れている。今後の降雨の状況次第では崩壊斜面が著しく不安定になる恐れがあるため、山腹工による崩壊
地の早期復旧を図り、下流域の保全及び保安林機能の増進に寄与することを目的に本事業を実施する。

山腹工4.53ha

林道706m

86,400千円（税抜き　80,000千円）総事業費

こもだてさわ
菰立沢

（　長　野　県　）

事業実施地区名

（都道府県名）

事業実施主体

別紙様式９

事業名 復旧治山事業 事業計画期間 平成３１年度～３２年度



評価区域

国有林

保全対象区域

凡　　　　例

事 前 評 価 実 施 地 区 位 置 図

評価区域名：菰立沢 S=1/50,000

菰立沢



地　区　概　要　表

中部森林管理局
南信森林管理署

別紙　位置図のとおり

位置図

主な事業内容 渓間工１基

主な保全対象 林道500m、橋梁1基

総事業費 54,000千円（税抜き　50,000千円）

藪沢
やぶさわ

（　長　野　県　）

別紙様式９

事業名 復旧治山事業 事業計画期間 平成31年度

事
業
目
的

　当該地区は、長野県伊那市の北東部に位置している。平成29年4月に雪崩が発生し、立木を巻き込み流下
し、下流の南アルプス林道付近まで到達した。平成30年度に渓流内に堆積した流木を除去したが、被害木が
山腹斜面に残存しており、今後流出する危険性が高いことから、流木の捕捉を目的とする渓間工を設置し、
下流域の保全及び保安林機能の増進に寄与することを目的に本事業を実施する。

事業実施地区名

（都道府県名）

事業実施主体



事 前 評 価 実 施 地 区 位 置 図

評価区域名：藪 沢 S=1/50,000

評価区域

国有林

保全対象区域

凡　　　　例

長野県

藪 沢



地　区　概　要　表

位置図

主な事業内容

主な保全対象

事
業
目
的

　当該地は、急峻な地形、脆弱な花崗岩地質、局地的豪雨、凍結融解等の自然条件が起因し、タルガ沢中上
流域を中心に荒廃地が存在する。古くから治山事業により山地保全が図られてきたが、現在も不安定土砂の
移動や侵食を繰り返していずれも自然復旧が望めず、放置するとさらに荒廃が進行し、土砂の流出が懸念さ
れる。侵食土砂等の生産が著しく、自然復旧が見込めない荒廃地や荒廃が拡大傾向にある荒廃地に対して
治山対策を施す。山腹工によって崩壊拡大抑止を図るとともに、渓床に堆積する不安定土砂についてはダム
工によって固定化させる。また、機能が著しく低下した治山施設については、補修を行い機能回復・強化を図
る。

渓間工12基　山腹工0.28ha

人家18戸、町道980m、橋梁7箇所

386,537千円（税抜き　357,905 千円）総事業費

いわくらさわ(たるがさわ)
岩倉沢(タルガ沢)

（　長　野　県　）

事業実施主体

事業実施地区名

（都道府県名）

中部森林管理局
木曽森林管理署 南木曽支署

別紙　位置図のとおり

別紙様式９

事業名 復旧治山事業 事業計画期間 平成３１年度～３９年度



岩倉沢(タルガ沢)

事業評価区域

保全対象区域

　

凡　　　　　　例

事前評価実施地区
位 置 図

岩倉沢(タルガ沢)地区

S=1/50,000

長野県



地　区　概　要　表

別紙様式９

事業名 復旧治山事業 事業計画期間 平成３１年度 事業実施地区名

（都道府県名）

位置図

主な事業内容

主な保全対象

事
業
目
的

当該地区は、長野県上伊那郡宮田村の西端部に位置する。急崖地形の脆弱な風化花崗岩と厳しい気象条
件から山腹法面は侵食と風化作用により安定化が進まず、土砂生産が著しい地区である。平成29年7月の梅
雨前線による集中豪雨により、山腹の拡大崩壊が発生し、黒川林道に土砂が流出する等の被害が発生し
た。このことから、山腹工による崩壊地の早期復旧により土砂の流出を防止し、下流域の保全及び保安林機
能の増進に寄与することを目的に本事業を実施する。

山腹工0.41ha

林道1800m、取水施設1箇所

72,360千円（税抜き　67,000 千円）総事業費

事業実施主体

くろかわ
黒川

（　長　野　県　）

中部森林管理局
伊那谷総合治山事業所

別紙　位置図のとおり



黒 川

事業評価区域

保全対象区域

　

凡　　　　　　例

事前評価実施地区
位 置 図

黒 川 地 区

S=1/50,000

長野県



地　区　概　要　表

中部森林管理局
飛騨森林管理署

別紙　位置図のとおり

位置図

主な事業内容

主な保全対象

事
業
目
的

　当該地区は、岐阜県北部の高山市北東部、長野県との県境に当たる飛騨山脈に位置し、高原川の左岸支
流にあたる。平成２９年８月の台風３号に伴う集中豪雨では、オソブ谷において大規模な土砂流出、流域の
荒廃化が引き起こされ、早期の効率的・効果的な治山対策が必要となっている。このことから、不安定土砂等
の流出防止及び流路固定を図るための治山施設を整備し、下流域の保全及び保安林機能の増進に寄与す
ることを目的に本事業を実施する。

渓間工７基

人家4戸、市道665m、橋梁3箇所

398,520千円（税抜き　369,000 千円）総事業費

ふくち（おそぶだにじょうりゅう）
福地(オソブ谷上流)

（岐阜県）

事業実施地区名

（都道府県名）

事業実施主体

別紙様式９

事業名 復旧治山事業 事業計画期間 平成３１年度～平成４０年度



福地(オソブ
谷上流) 事業評価区域

保全対象区域

　

凡　　　　　　例

事前評価実施地区
位 置 図

福地(オソブ谷上流)

S=1/50,000

岐阜県



地　区　概　要　表

別紙様式９

事業名 復旧治山事業 事業計画期間 平成３１年度～平成４０年度

位置図

主な事業内容

主な保全対象

事
業
目
的

　当該地区は、岐阜県北部の高山市南西部に位置し、木曽川水系の馬瀬川上流域にあたる。平成２６年８月
１６日から１７日にかけて２４時間雨量で378mmの猛烈な雨が降り、山腹崩壊が多数発生するとともに流下し
た土砂が下流の民地まで到達し、別荘地及び道路等に被害を与えた。このことから、不安定土砂等の流出
防止及び流路固定を図るための治山施設を整備し、下流域の保全及び保安林機能の増進に寄与することを
目的に本事業を実施する。

渓間工７基、山腹工0.35ha

人家9戸、県道200m、橋梁5箇所

435,240千円（税抜き　403,000 千円）総事業費

むぎしま（むぎしまだに）
麦島（麦島谷）

（岐阜県）

事業実施主体

事業実施地区名

（都道府県名）

中部森林管理局
飛騨森林管理署

別紙　位置図のとおり



麦島(麦島
谷)

事業評価区域

保全対象区域

　

凡　　　　　　例

事前評価実施地区
位 置 図

麦島(麦島谷)

S=1/50,000

岐阜県



地　区　概　要　表

別紙　位置図のとおり

別紙様式９

事業名 復旧治山事業 事業計画期間 平成３１年度～３６年度

事業実施主体

みまやの
御厩野

（　岐　阜　県　）

事業実施地区名

（都道府県名）

中部森林管理局
岐阜森林管理署

位置図

主な事業内容

主な保全対象

事
業
目
的

　当地区は、岐阜県下呂市御厩野の北東、長野県王滝村と岐阜県中津川市加子母に接する位置にあり、三
国山・白草山の稜線に源を発する竹原川の水源地帯の一部を占めている。地形は山腹傾斜30～40°と急峻
で露岩地帯となっている箇所もあり、満壮年期から晩壮年期地形を呈している。地質は濃飛流紋岩類で事業
地の谷部を御厩野断層が通り露頭する基岩は破砕風化作用を受け脆弱であるため至る所で崩壊地が発生し
ている。今後の集中豪雨等により土砂が流出し、下流の保全対象に被害を与える恐れが高まっているため、
山腹工による崩壊地の復旧及び渓間工による山脚の固定、渓床の侵食防止、不安定土砂の流出防止などを
図り、県道等の下流の保全及び保安林機能の増進を図ることを目的に本事業を実施するものである。

渓間工 ５基 　・　山腹工 0.05 ha

県道 1,000m、市道 2,500m、林道 500m、橋梁４箇所

259,200千円（税抜き　240,000 千円）総事業費



事前評価実施地区 位置図
御厩野地区

縮尺＝ １／５０，０００

凡 例

事業評価区域

保全対象区域

岐阜県

御 厩 野



地　区　概　要　表

別紙様式９

事業名 復旧治山事業 事業計画期間 平成３１年度～平成３５年度 事業実施地区名

（都道府県名）

位置図

主な事業内容

主な保全対象

事
業
目
的

　当該地区は、岐阜県山県市の北部に位置している。当該地区は急傾斜地が多く分布し，基岩の流紋岩は
活断層や凍結融解等の影響により破砕・風化が著しく，脆弱な地形となっている。そのため，今後の豪雨等
による崩壊や土砂の流出等が懸念されることから，不安定土砂等の流出抑止を図るための治山施設を整備
し、下流域の保全及び保安林機能の増進に寄与することを目的に本事業を実施する。

渓間工 6基　・　山腹工 0.15ha

県道1,900m

156,600千円（税抜き　145,000千円）総事業費

事業実施主体

かんざき（おぶちだに）
神崎（小渕谷）

（　岐　阜　県　）

中部森林管理局
岐阜森林管理署

別紙　位置図のとおり



事業評価区域

保全対象区域

　

凡　　　　　　例

事前評価実施地区
位 置 図

神 崎 ( 小 渕 谷 ) 地 区
S=1/50,000

神崎(小渕谷)

岐阜県



地　区　概　要　表

別紙様式９

事業名 保安林整備事業 事業計画期間 平成３１年度～３５年度 事業実施地区名

（都道府県名）

位置図

主な事業内容

主な保全対象

事
業
目
的

当地区は、岐阜県南西部の福井県及び滋賀県との県境付近に位置し、屏風山・能郷白山・三周ヶ岳が連な
り、中央に根尾川及び揖斐川が伊勢湾に注いでいます。地形は急峻で地質にも不安定な箇所が多く全域を
保安林に指定されており山地災害防止や水源かん養の役割を担っている。林分は、ブナ、ナラ等の天然林が
多くを占め、登山や自然観察など森林を利用したレクレーションの場として、多く人々に利用され、揖斐関ヶ原
養老国定公園、揖斐県立自然公園等に指定されています。森林の現況は、天然林の割合が89％と高く、人
工林11％となっている。人工林の主な樹種は、スギ･ヒノキで齢級構成は９から１２齢級が主体になっている。
事業対象森林は、過密状態などにより放置すれば、表土の流出による崩壊や土砂、流木の流出が発生する
恐れがあり水土保全機能が低下につながる。このため森林整備を行い、水源かん養機能、山地災害防止機
能など、保安林が持つ公益的機能の維持、増進を図ることを目的に本事業を実施するものである。

本数調整伐　4.60 ha

1,620千円（税抜き　1,500 千円）総事業費

事業実施主体

いびがわ
揖斐川

（　岐　阜　県　）

中部森林管理局
岐阜森林管理署

別紙　位置図のとおり



事前評価実施地区
位 置 図

揖斐川森林計画区

凡 例

評 価 区 域



地　区　概　要　表

別紙様式９

事業名 復旧治山事業 事業計画期間 平成３１年度～平成４０年度

位置図

主な事業内容

主な保全対象

事
業
目
的

　当該地区は、岐阜県南東部の恵那市と中津川市の境界に位置している。平成12年9月の記録的な集中豪
雨（恵南豪雨災害）により多数の山腹崩壊が発生し、河川の氾濫、人家の流出、浸水などが発生する甚大な
災害が発生した。また平成23年9月の台風15号により、新たな崩壊地の発生や既存の崩壊地が拡大し流域
内には多量の不安定土砂が堆積しており、下流への流出の危険性が極めて高くなっている。このことから、不
安定土砂等の流出防止及び流路固定を図るための治山施設を整備し下流域の保全及び保安林機能の増進
に寄与することを目的に本事業を実施する。

渓間工13基　山腹工0.38ha

人家等23戸、市道2000m、林道4550m、水道施設1箇所

308,729千円（税抜き　285,860 千円）総事業費

しらいさわ
白井沢

（　岐　阜　県　）

事業実施主体

事業実施地区名

（都道府県名）

中部森林管理局
東濃森林管理署

別紙　位置図のとおり



白井沢地区

岐阜県

白井沢地区

事前評価実施地区
位置図

白井沢地区

評　価　区　域

保全対象区域

凡　　　　例



地　区　概　要　表

別紙様式９

事業名 復旧治山事業 事業計画期間 平成３１年度～平成４０年度 事業実施地区名

（都道府県名）

位置図

主な事業内容

主な保全対象

事
業
目
的

　当該地区は、岐阜県南東部の中津川市に位置している。崩壊部は長年の凍結・融解作用等の繰り返しに
よって亀裂が発達した脆弱な基岩が露出し、小崩壊を繰り返して土砂生産が継続しており流域内には不安
定土砂の堆積が見られるため下流への流出の危険性が極めて高くなっている。このことから、不安定土砂等
の流出防止及び流路固定を図るための治山施設を整備し下流域の保全及び保安林機能の増進に寄与する
ことを目的に本事業を実施する。

渓間工2基　山腹工2.32ha

人家等4戸、市道1000m、林道1200m、橋梁2箇所

399,600千円（税抜き　370,000 千円）総事業費

事業実施主体

ひがしまたほんたにうがん
東股本谷右岸

（　岐　阜　県　）

中部森林管理局
東濃森林管理署

別紙　位置図のとおり



東股本谷右岸地区

岐阜県

東股本谷右岸地区

事前評価実施地区
位置図

東股本谷右岸地区

評　価　区　域

保全対象区域

凡　　　　例



地　区　概　要　表

事業実施地区名

（都道府県名）

位置図

主な事業内容

主な保全対象

事
業
目
的

　当該地区は岐阜県の南東部の中津川市に位置している。地質は流紋岩に代表される火山岩および花崗岩
が占めている。脆弱な地質と急峻な地形条件を素因として、山地の荒廃が顕著であった。近年の異常気象に
よりかつてない豪雨に見舞われ、平成23年9月の台風15号による豪雨においては、地区内で多量の土砂が
発生している。地区内には新たな土砂移動による不安定土砂の堆積や新たな崩壊地が発生し、下流への流
出の危険が極めて高くなっている。このため、渓間工による不安定土砂の流出の抑止し、山腹工による崩壊
地の早期復旧により下流域の保全及び保安林機能を増進を図ることを目的に本事業を実施する。

渓間工7基　山腹工0.40ha

人家等17戸、県道600m、林道2800m、巣乗浄水道1箇所

214,488千円（税抜き　198,600 千円）総事業費

事業実施主体

かわうえがわかりゅう
川上川下流

（　岐　阜　県　）

中部森林管理局
東濃森林管理署

別紙　位置図のとおり

別紙様式９

事業名 復旧治山事業 事業計画期間 平成３１年度～平成４０年度



川上川下流地区

岐阜県

川上川下流地区

事前評価実施地区
位置図

川上川下流地区

評　価　区　域

保全対象区域

凡　　　　例



地　区　概　要　表

別紙様式９

事業名 予防治山事業 事業計画期間 平成３１年度～平成３５年度 事業実施地区名

（都道府県名）

位置図

主な事業内容

主な保全対象

事
業
目
的

　当該地区は愛知県内を代表する都市近郊林であり、石巻・多米県立自然公園特別地域に指定されている。
山腹斜面には露岩や転石が不安定な状態で多数分布しており、斜面下部では宅地開発が進み、人家・農地
等の直接保全対象が広がっており、落石等の山地災害の受益性の高い地域である。また、マグニチュード８
クラスの地震が発生する危険性も高いため落石対策工を実施し、直下家屋の保全及び保安林機能の増進に
寄与することを目的に本事業を実施する。

転石整理工14.4m2、ロープネット固定工1,932m2、ロープ掛固定工26m

人家12戸、医療法人1箇所、市道700m

102,924千円（税抜き　95,300 千円）総事業費

事業実施主体

とよはし（ふたがわ）
豊橋（二川）

（　愛　知　県　）

中部森林管理局
愛知森林管理事務所

別紙　位置図のとおり



豊橋
（二川）

事前評価実施地区
位 置 図

豊橋（二川）地区

事業評価区域

保全対象区域

凡 例

愛知県

S=1/50,000

豊橋
（二川）地区



地　区　概　要　表

事業実施地区名

（都道府県名）

位置図

主な事業内容

主な保全対象

事
業
目
的

　当該地区は愛知県の北東部に位置し、一帯は段戸高原県立自然公園に指定され県道瀬戸設楽線が通過
している。計画箇所は平成25年9月の台風18号に伴う豪雨により表層崩壊が発生し、崩壊土砂は渓床に流
出し不安定な状態で堆積を続け、下流約300mの県道瀬戸設楽線直上部に設置した鋼製谷止工は満砂状態
にあり、豪雨時には洪水とともに不安定土砂や流木等の移動流下が懸念される。このことから、山腹工及び
治山施設の機能回復により下流域の保全及び保安林機能の増進に寄与することを目的に本事業を実施す
る。

山腹工0.09ha、渓間工土砂除去工1基

県道200m、橋梁1箇所

22,680千円（税抜き　21,000 千円）総事業費

事業実施主体

だんど（ほんたに）
段戸（本谷）

（　愛　知　県　）

中部森林管理局
愛知森林管理事務所

別紙　位置図のとおり

別紙様式９

事業名 復旧治山事業 事業計画期間 平成３１年度



段戸（本谷）

事前評価実施地区
位 置 図

段戸（本谷）地区

愛知県

S=1/50,000

事業評価区域

保全対象区域

凡　　　　　　例

段戸（本谷）地区



地　区　概　要　表

事業実施地区名

（都道府県名）

位置図

主な事業内容

主な保全対象

事
業
目
的

　当該地区は、愛知県岡崎市東部に位置している。平成25年9月の台風18号に伴う豪雨により生産された土
砂は渓流内に流入・堆積、一部は洪水とともに下流へと移動し渓床部の縦侵食が顕在化し堆積土砂は流動
化しやすい不安定な状態にあり、今後の豪雨を誘因として下流へと流出する危険性が高い。このことから、不
安定土砂等の流出防止及び流路固定を図るための治山施設を整備し、下流域の保全及び保安林機能の増
進に寄与することを目的に本事業を実施する。

渓間工2基

人家13戸、県道300m、橋梁2箇所

83,160千円（税抜き　77,000 千円）総事業費

事業実施主体

くらがり（ぼんちさわ）
闇苅（盆地沢）

（　愛　知　県　）

中部森林管理局
愛知森林管理事務所

別紙　位置図のとおり

別紙様式９

事業名 復旧治山事業 事業計画期間 平成３１年度～平成３３年度



闇苅
（盆地沢）

事前評価実施地区
位 置 図

闇苅（盆地沢）地区

愛知県

S=1/50,000闇苅（盆地沢）地区

事業評価区域

保全対象区域

凡　　　　　　例


